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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第188期

第２四半期連結
累計期間

第189期
第２四半期連結
累計期間

第188期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

営業収益（千円） 2,785,6202,859,0525,511,706

経常利益（千円） 75,806 138,257 203,835

四半期（当期）純利益（千円） 63,614 137,352 198,487

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
△2,921 139,846 185,770

純資産額（千円） 8,031,2648,357,5708,219,883

総資産額（千円） 22,748,28022,840,32423,100,354

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
4.27 9.23 13.33

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 35.3 36.5 35.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
149,812 252,757 348,779

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△135,378△192,604△357,663

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△102,671△10,312△126,610

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
755,921 758,505 708,665

　

回次
第188期

第２四半期連結
会計期間

第189期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
1.43 7.50

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

３．第188期第2四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号平成22年6月30日）を適用し、遡及処理しております。　

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に 

に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による落ち込みからの回復の兆しが見え始めて

はいるものの、電力使用制限や欧州の金融不安を背景に長期化する円高などの影響から、依然として不透明な状況

が続きました。

　このような状況のもとで、当社グループは鉄道事業を中心に輸送の安全確保を最優先課題とし、営業活動では様々

なイベントの実施や沿線市町や同業他社・観光施設などと連係した積極的な誘客活動を実施し、収益の確保に努め

てまいりました。

　当第２四半期連結累計期間の営業収益は2,859百万円、前年同期に比べて2.6％増加いたしました。営業利益は前年

同期比60.5％増の161百万円、経常利益は前年同期比82.4％増の138百万円、四半期純利益は前年同期比115.9％増の

137百万円となりました。　

　なお、セグメントの業績は次のとおりです。

　

［鉄道事業］

  旅客部門におきましては、収益の向上を図る為、わくわくチャリティーフェスタや夏休みスタンプラリーなどの

イベントを行った他、同業他社との共催ハイキング、長瀞駅開業100周年記念トレインの運行や記念乗車券発売など

増収施策を行いました。しかしながら、少子高齢化に伴う旅客人員の減少に加え、大震災後の出控えや節電対策など

で一部列車の運転休止を行ったことにより旅客人員・旅客収入とも前年同期に比べ減少いたしました。

　貨物部門におきましては、セメント需要の回復を受け輸送量は増加いたしました。

　以上の結果、営業収益は前年同期比8.2％増の1,762百万円、営業利益は4百万円となりました。

　

[鉄道事業旅客人員と旅客収入及び貨物トン数と貨物収入]　

　
当第２四半期 前第２四半期

　増減率（％）
連結累計期間 連結累計期間

　旅　客　人　員

定　　　期 千　　人 　　　　2,834 　　　　 2,918　　　△ 2.9　

定　期　外 〃 　　  　1,376 　　　1,431　　　△ 3.8　

計 〃 　　　　4,210 　　 　　4,349 　　　△ 3.2

　貨　物　ト　ン　数 　 千トン 　　   　1,078　　  　　772         39.6

　旅　客　収　入

定　　　期 百万円 　　   　406 　　　  　415 　　　△ 2.0

定　期　外 〃 　　   　575 　　　  　611 　　　△ 5.9

計 〃 　　   　982 　　　  1,026 　　　△ 4.4

　貨　物　収　入 　 〃 　　   　641 　　　  　461 　 　    38.9

　

［不動産事業］

　不動産事業におきましては、小前田駅北西部区画整理地内の土地販売が積極的な営業活動により順調に推移し、営

業収益は前年同期比5.7％増の282百万円、営業利益は151百万円となりました。

　

［観光事業］

  観光事業におきましては、期の中頃から、大震災からの消費マインドも回復し観光客が増加いたしましたが、大震

災後の大幅な減少が響き営業収益は前年同期比6.9％減の181百万円、営業利益は29百万円となりました。
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［バス事業］

　バス事業におきましては、大震災の影響により旅行の見合わせが相次ぎ営業収益は前年同期比20.4％減の202百万

円となり、営業損失は20百万円となりました。

 

［その他事業］

  その他事業におきましては、営業収益は前年同期比2.0％減の628百万円、営業損失は10百万円となりました。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は758百万円となり、前第２四

半期連結累計期間に比べ2百万円増加いたしました。　

　なお、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は252百万円となりました。主な要因は税金等調整前四半期純利益138百万円、減価

償却費208百万円及び仕入債務の減少額46百万円によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　投資活動の結果、使用した資金は192百万円となりました。主な要因は固定資産取得による支出341百万円、工事負

担金受入による収入148百万円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は10百万円となりました。主な要因は長期借入れによる収入600百万円、長期借入金

の返済による支出609百万円によるものです。

　

(3)財政状態の状況

　当第２四半期連結累計期間における財政状態について、総資産は、未収金の減少等により、前連結会計年度末に比

べ260百万円減少し、22,840百万円となりました。　

　負債は、支払手形及び買掛金、その他の減少等により、前連結会計年度に比べ397百万円減少し、14,482百万円とな

りました。

　純資産は、当期利益の増加等により、前連結会計年度に比べ137百万円増加し、8,357百万円となりました。 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

  該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
 第２四半期会計期間末
　  現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 15,000,000 15,000,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ　

（スタンダード）

単元株式数

1,000株　

計 15,000,000 15,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

　

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～　

平成23年９月30日
－ 15,000 － 750,000 － 14,106

　

EDINET提出書類

秩父鉄道株式会社(E04136)

四半期報告書

 6/21



（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　太平洋セメント株式会社 　東京都港区台場2丁目3-5 4,978 33.19

　有恒鉱業株式会社 　埼玉県深谷市田中328 3,363 22.42

　株式会社埼玉りそな銀行 　埼玉県さいたま市浦和区常盤７丁目4-1 318 2.12

　中村　僚 　埼玉県さいたま市 318 2.12

　斎藤　廣一 　東京都港区 200 1.33

　柿原　康治 　東京都新宿区 170 1.13

　諸井　三佐保 　東京都文京区 157 1.05

　二反田　静太郎 　兵庫県西宮市 122 0.81

　柿原林業株式会社 　埼玉県秩父市野坂町1丁目13-9 108 0.72

　株式会社矢尾百貨店 　埼玉県秩父市上町１丁目5-9 93 0.62

計 － 9,828 65.52

 （注）上記のほか、自己株式が127千株あります。
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（７）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － 　　　　　－

議決権制限株式（自己株式等） － － 　　　　　－

議決権制限株式（その他） － － 　　　　　－

完全議決権株式（自己株式等） 　普通株式    127,000　 － 　　　　　－

完全議決権株式（その他） 　普通株式 14,626,000 14,626　　　　　－

単元未満株式 　普通株式    247,000 －
１単元（1,000株）　　　

　未満の株式

発行済株式総数 15,000,000 － －

総株主の議決権 － 14,626 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式が2,000株（議決権の数２

個）含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　（自己保有株式）

秩父鉄道株式会社

　埼玉県熊谷市曙町一丁目

１番地
127,000－ 127,000 0.85

計 － 127,000－ 127,000 0.85

  　

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 711,851 761,691

受取手形及び売掛金 286,942 312,305

分譲土地建物 393,770 362,744

商品及び製品 32,646 30,651

原材料及び貯蔵品 45,337 49,232

その他 159,525 34,096

貸倒引当金 △4,148 △6,883

流動資産合計 1,625,925 1,543,839

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,191,105 13,179,813

減価償却累計額 △8,519,501 △8,603,222

建物及び構築物（純額） 4,671,603 4,576,590

機械装置及び運搬具 5,279,960 5,278,200

減価償却累計額 △4,616,721 △4,703,509

機械装置及び運搬具（純額） 663,238 574,690

土地 15,596,531 15,596,531

その他 624,923 626,532

減価償却累計額 △561,919 △559,195

その他（純額） 63,004 67,337

有形固定資産合計 20,994,377 20,815,149

無形固定資産 42,298 38,613

投資その他の資産

投資有価証券 386,622 391,757

繰延税金資産 1,530 1,440

その他 66,829 68,170

貸倒引当金 △17,228 △18,646

投資その他の資産合計 437,754 442,722

固定資産合計 21,474,429 21,296,484

資産合計 23,100,354 22,840,324
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 242,547 195,564

短期借入金 1,160,980 1,161,980

1年内返済予定の長期借入金 1,140,760 1,247,003

未払法人税等 11,293 7,478

未払消費税等 49,019 49,224

繰延税金負債 235 213

賞与引当金 200,278 205,007

その他 831,329 597,145

流動負債合計 3,636,444 3,463,616

固定負債

長期借入金 2,954,594 2,839,197

繰延税金負債 110,901 113,494

再評価に係る繰延税金負債 6,080,124 6,080,124

退職給付引当金 1,626,308 1,546,153

特別修繕引当金 80,500 91,600

長期預り金 391,597 348,566

固定負債合計 11,244,026 11,019,137

負債合計 14,880,471 14,482,753

純資産の部

株主資本

資本金 750,000 750,000

資本剰余金 22,077 22,060

利益剰余金 △1,243,785 △1,106,432

自己株式 △25,686 △27,828

株主資本合計 △497,394 △362,201

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 165,985 168,525

土地再評価差額金 8,540,084 8,540,084

その他の包括利益累計額合計 8,706,070 8,708,610

少数株主持分 11,207 11,161

純資産合計 8,219,883 8,357,570

負債純資産合計 23,100,354 22,840,324
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業収益 2,785,620 2,859,052

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 1,980,330 2,023,148

販売費及び一般管理費 ※1
 704,606

※1
 674,302

営業費合計 2,684,936 2,697,451

営業利益 100,683 161,601

営業外収益

受取利息 195 86

受取配当金 642 5,904

物品売却益 2,553 354

土地物件貸付料 2,445 2,503

助成金収入 5,802 5,865

その他 16,489 10,434

営業外収益合計 28,128 25,149

営業外費用

支払利息 48,513 45,970

その他 4,492 2,522

営業外費用合計 53,005 48,492

経常利益 75,806 138,257

特別利益

固定資産売却益 1,155 708

工事負担金等受入額 － 20,933

補助金受入額 2,300 －

特別利益合計 3,455 21,641

特別損失

固定資産圧縮損 2,150 20,933

固定資産売却損 2,572 －

固定資産除却及び撤去費 88 21

特別損失合計 4,810 20,954

税金等調整前四半期純利益 74,452 138,944

法人税、住民税及び事業税 10,914 1,571

法人税等調整額 △44 67

法人税等合計 10,870 1,639

少数株主損益調整前四半期純利益 63,581 137,305

少数株主損失（△） △32 △47

四半期純利益 63,614 137,352
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 63,581 137,305

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △54,161 2,541

土地再評価差額金 △12,341 －

その他の包括利益合計 △66,502 2,541

四半期包括利益 △2,921 139,846

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,873 139,892

少数株主に係る四半期包括利益 △47 △45
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 74,452 138,944

減価償却費 188,681 208,675

退職給付引当金の増減額（△は減少） △48,374 △80,154

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,303 4,728

貸倒引当金の増減額（△は減少） △933 4,152

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 5,750 11,100

受取利息及び受取配当金 △838 △5,991

支払利息 48,513 45,970

固定資産除売却損益（△は益） 1,504 △424

固定資産圧縮損 2,150 20,933

工事負担金等受入額 △2,300 △20,933

売上債権の増減額（△は増加） 132,530 △26,781

たな卸資産の増減額（△は増加） 23,153 29,125

その他の流動資産の増減額（△は増加） 20,014 4,034

仕入債務の増減額（△は減少） △188,436 △46,982

未払費用の増減額（△は減少） △30,651 34,501

その他の流動負債の増減額（△は減少） 9,809 26,237

長期預り金の増減額（△は減少） △37,432 △43,031

その他 △1,990 261

小計 201,906 304,367

利息及び配当金の受取額 838 5,991

利息の支払額 △48,749 △48,064

索道事業資産撤去費用の支払額 △457 －

法人税等の支払額 △3,726 △9,537

営業活動によるキャッシュ・フロー 149,812 252,757

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △311,480 △341,575

固定資産の売却による収入 12,807 750

工事負担金等受入による収入 162,498 148,253

その他 795 △33

投資活動によるキャッシュ・フロー △135,378 △192,604

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,350 1,000

長期借入れによる収入 500,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △572,191 △609,152

自己株式の増減額（△は増加） △130 △2,159

財務活動によるキャッシュ・フロー △102,671 △10,312

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △88,238 49,839

現金及び現金同等物の期首残高 844,160 708,665

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 755,921

※1
 758,505
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）
　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂
正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基
準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１.　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。　

※１.　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであ

ります。　

　 （千円）

給与・手当 272,037　

賞与引当金繰入額 50,153　

退職給付費用 6,962　

減価償却費 50,419　

　 （千円）

給与・手当 249,611　

賞与引当金繰入額 45,728　

退職給付費用 11,971　

減価償却費 47,659　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１.　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成22年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定　　 759,105

預入期間が３ヶ月を超える定期預金　

　
3,183

預金及び現金同等物 755,921

 

※１.　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係　

（平成23年９月30日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定　　 761,691

預入期間が３ヶ月を超える定期預金　

　
3,186

預金及び現金同等物 758,505

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
　

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

鉄道事業
不動産
事業

観光事業
　

バス事業 計

営業収益   　       

外部顧客

への営業

収益

1,623,909263,931193,319254,4192,335,580450,0402,785,620－　 2,785,620

セグメン
ト間の内
部営業収
益又は振
替高

4,9703,5521,579 3 10,105191,330201,435△201,435 －　

計 1,628,879267,483194,899254,4232,345,685641,3702,987,056△201,4352,785,620

セグメント

利益又は損

失（△）

△80,787139,53433,30822,179114,234△17,87796,3574,326100,683

(注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、索道事業、タク

シー事業、卸売・小売業、建設・電気工事業及び旅行業等を含んでおります。

　　 ２．セグメント利益の調整額4,326千円は、固定資産未実現損益の消去額438千円、セグメント間 取

引消去3,888千円が含まれております。

     ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合計
　

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３　

鉄道事業
不動産
事業

観光事業
　

バス事業 計

営業収益   　       

外部顧客

への営業

収益

1,758,260279,396180,964202,5462,421,168437,8842,859,052－ 2,859,052

セグメン
ト間の内
部営業収
益又は振
替高

4,6443,312 447 33 8,436190,569199,006△199,006 －

計 1,762,905282,708181,411202,5792,429,605628,4543,058,059△199,0062,859,052

セグメント

利益又は損

失（△）

4,931151,30529,732△20,533165,436△10,117155,3196,281161,601

(注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、索道事業、タク

シー事業、卸売・小売業、建設・電気工事業及び旅行業等を含んでおります。

　　 ２．セグメント利益の調整額6,281千円は、固定資産未実現損益の消去額499千円、セグメント間取引

消去5,781千円が含まれております。

     ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

（金融商品関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成23年9月30日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

　

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成23年9月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

　

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成23年9月30日）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　　　　当第２四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

　　　　　　該当事項はありません。　

EDINET提出書類

秩父鉄道株式会社(E04136)

四半期報告書

18/21



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4円27銭 9円23銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 63,614 137,352

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 63,614 137,352

普通株式の期中平均株式数（千株） 14,885 14,881

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年11月10日

秩父鉄道株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　裕司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯塚　正貴　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている秩父鉄道株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、秩父鉄道株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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